





























ulce anciano que vi, en su Brasil de fuego
y de vida y de am
or, todo m
odestia y gracia. 
M
oreno que de la India tuvo su aristocracia; 
aspecto m
andarino, lengua de sabio griego.
1)
　「マシャード・ジ・アシスに」と題された詩の一連はこのようにマシャードの人柄をたたえた内容である。スペイン語作家とポルトガル語作家 あいだに濃厚な接触が ったことが確かめられる。　マルティ、ダリーオはともにイスパノアメリカ文学にこれま







































集を翻訳・編纂したのはラファエル・カンシーノス・アセンスだ。聞き覚えのある人もいるだろう。ボルヘスが師と仰ぐスペインの文人である。カンシーノスによるマシャード翻訳が出たのが一九一九年。ボルヘスがスペインにいてカ シーノス 交流を深めていた時期と重なるのである。したがって、ボルヘスがマシャードを読まなかったというソンタグの想像には小さな疑問符 つけ おきたくな　
それ以降マシャードの翻訳はしばしの空白期間を迎えるも

















統とワーテルローの伝統である。セルバ テス的伝統とはユーモアを重んじ 系譜 こと あり、後者 ナポレオン・ボナパルトの個人への肯定力に端を発した現実主義的な系譜のことである。前者にはロレンス・スターンやディドロが入り、後者にはバ ザックやドストエフスキーなどが入れら る。　
このようにしてフェンテスは『ブラス・クーバスの死後の回
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